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モデルと衛星観測を活用した食糧安全保障パッケージ
Food security packaging with utilization of numerical modeling and satellites observa-
tions
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衛星ベースの降水量，日射量，土壌水分，積雪，農事暦，土地被覆，作物情報等衛星ベースで使えるデータをフル動員
し，これらのデータを陸域水文モデル・作物生長モデルを介して収量推定を行う計画案（食糧安全保障パッケージ）が
まとまりつつある．本発表では，この概要，および衛星プロダクトへの要求について言及したい．
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